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課 

題 

②御南中学校区には、高齢化率は低いですが4,700人を超える高齢者の方がお住まいです。 

又、学区内には、ひらた旭川荘,児童養護施設南野育成園等の福祉施設やグループホーム， 

県立岡山西支援学校が在り、大勢の障がい者，生活弱者の方が学び生活されています。 

中学校区では、子ども～高齢者、新旧の住民、健常者・障がい者・生活弱者の方等、総ての 

住民が「支え合い・笑顔でふれあい・ゆとりを持って」共に生きることができる福祉の町づくりを 

目指しており、学校園，福祉施設を含む諸団体が協働し、交流の場づくり，居場所づくり，生き 

がいづくり に取り組んでいます。 

【解決を図りたい課題】 

①御南中学校区では、子どもを基軸においた町づくりを進めていますが、この町づくりにおける 

重要課題は、核家族化の影響による子育て世代の孤立化の解消です。 

具体的には、御南中学校区には、転勤等で転入されて来た子育て世代や就園年令に達して 

いない子育て世代が一定数いますが、その大多数は核家族であり新たな居住地での子育てに 

不安や悩みを抱えられており、子育て支援の場を必要とされています。 

②若い子育て世代を中心にした新しい住民が増えていますが、昔から住んでいる住民との交流の 

場が少なく、新旧の住民間に溝が生じており、この溝の解消が必要です。 

又、現状の地域運営は、昔から住んでいる住民が中心になって担っていますが、当中学校区で 

多数を占め今後を担うのは転入されてきた子育て世代の住民であり、新旧住民間での伝承活 

動の推進が重要課題のひとつです。 

この課題解決には、先ずは地域活動に興味を持ってくれる住民を増やすことであり、その手法 

の一つとして「交流の場をつくり、増やす」ことが今取り組むべき課題の一つです。 

【①の課題の取組み状況】 

・御南西公民館においては、地域住民が主体的に関わる３コースの子育て支援講座を各々月１ 

回程度開催していますが、受入人数に制限がある，決められたプログラムで進行するので自分 

の都合の時間帯で参加できない，開催日数が月１回以下と少ない，等の利用し難い面があり、 

利用者の多様なニーズに応えきれていない面があります。 

・御南小学校区においては、御南西公民館の実情を踏まえ、平成27年からベターライフ御南と 

NPO)岡山市子どもセンターが協働し、旧白石幼稚園跡地を会場に子育て支援事業「御南和や 

かサロン」を週２日開催しており、Ｒ５年度は15組の親子が利用しています。 

・西小学校区においては、（株）ミナモト建築工房が母体のボランティア団体「くらしのたね」が、 

令和４年度から自社ビルを会場に12組の就園前親子の子育て支援事業を開始しました。 

当事業に対する地域のニーズは高く、令和5年5月時点で23組の就園前親子が利用しており、

事業規模（場所・内容）を拡充し対応していますが、いちボランティア団体が主体の事業形態で

は今後も安定して事業を持続することが困難になると予測しております。 

この子育て支援事業は、中学校区全体で継続して取り組むべき事業と判断し、令和５年６月に 

御南中学校区諸団体が協働する実行委員会を立ち上げ、くらしのたねが主催していた子育て

支援事業と地域交流事業を継承する地域支え合い活動として区づくり推進事業の助成を申込

み、指定を受けた令和5年９月より活動を開始しております。 

(ご参考) 御南和やかサロン利用者：R６年度 10組、R7年度 6組（12月現在) 

「たねっこ」利用者：R６年度 24組、R7年度 延べ21組（12月現在)  

 

事 
業 
の 
目 
的 

※事業を実施する「目的」を記載してください。  

①子育てを始めた若い子育て世代を経験豊かなボランティアスタッフが支えることで子育て世代の 

孤立化を防ぎ、子育てが楽しいと思える親を育て親子の情愛を深める活動を目指します。 

更に、幼児期から地域住民とふれあい・交流し・会話することで、親子の自己有用感を醸成し高 

める活動にしたいと考えています。 

②産前産後から子育て期間中の切れ目なく支え合う場づくり活動を通して、子育てし易い地域・ 

暮らしやすい地域づくりを目指します。 

③地域の新旧の住民が交流する場づくり活動を定期的且つ継続して実施することで、多世代 

間に顔の見える関係性を構築し、災害発生時等に支え合える地域づくりを目指します。 

又、活動の中で地域運営の担い手を見いだし育む活動にしたいと考えています。 

③地域の高齢者が、小さな子どもや多世代の人とふれあい支え合い活躍することで、やりがい、 

生きがいに繋がる活動を目指します。 
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事 
業 
の 
内 
容 
 

※具体的に実施する活動内容を箇条書きで記載してください。 

１．地域子育て支援事業「たねっこ」並びに「たねっこ light」（仮）の開催 

令和5年9月に、くらしのたねが主催していた「自主保育・たねっこ」事業を見直し、「地域で子ど 

もを育てる」をコンセプトに地域子育て支援事業「たねっこ」を開始し、令和7年度からは、賃借料 

節減のため開催場所を「くんぺる ふぁみりえん子育て支援の場」に変更し活動しています。 

令和8年度は、新たな地域の居場所として(株)ミナモト建築工房１Ｆのコモンスペースの一画 

を無償で借用できることになったので、新規事業の「たねっこ light」(仮)を追加し、活動します。 

①-A 地域子育て支援事業「たねっこ」の事業内容 

コンセプト：「地域で子どもを育てる」 

地域住民・地域団体が主体になり、「みんなでみんなを見る」スタイルで子どもを 

真ん中に多世代が交流できる活動を行います。 

活動には、多世代の地域の方が見守りボランティアとして参加し、親子にとって、 

家族でも、教師でもない第三者との関係＝「ななめの関係」づくりを目指します。 

開催日時：毎週金曜日 10:00～14:00 

開催場所：屋内活動 くんぺる ふぁみりえん子育て支援の場（隣接ブランチ北長瀬に所在） 

：屋外活動 北長瀬未来ふれあい総合公園 

対   象：御南中学校区を中心とした就園前・就学前の親子。  

※定   員：15組（体験参加は随時可能） 

活動内容：○お誕生会（毎月１回）  ○季節の行事   ○工作活動  ○身体測定  

○公園の中で自然体験（外遊び、お散歩） ○野外調理   

○農園活動（ブランチ内花壇） ○講演会・勉強会（年2回） 

〇炊出し調理（炊出し訓練を兼ねた調理） 

〇見守り愛活動（自分の子どもと行動を共にしている他の子どもも見守る活動） 

参 加 費： 5,000円/月・組（内、2,000円を当事業の参加者負担金に計上し、3,000円は 

下記＊2項専門職スタッフの経費分として別枠管理しています） 

※開催場所の収容人数の関係で定員15組としています。令和7年度の利用状況と「たねっこ 

light」を新設することで、定員15組に定めても問題ないと判断しています。 

①-B 地域子育て支援事業「たねっこ light」の事業内容（たねっこ事業との相違点を記述） 

開催日時：年間20回（隔週開催、曜日未定、8月休み） 10：00～ 

開催場所：株式会社ミナモト建築工房コモンスペースの一画 

活動内容：工作活動、おもちゃで遊ぶ、絵本を読む（児童館的な） ※日常の外遊び なし 

参 加 費： 500円/回・組（内、200円を参加者負担金に計上。300円は専門職スタッフの経費分） 

そ の 他：食事提供なし。昼食の持参可。 

専門職スタッフ１名と地域のボランティアスタッフで運営します。 

［事業に関する補足のご説明］ 

＊１ スタッフの体制 

当事業は、くらしのたねが主催していた事業の枠組みを見直し継承しています。 スタッフに 

ついても、継承時の専門職スタッフを配置し安全・安心感を担保しつつ、地域のボランティア 

スタッフを養成しながら運営し、将来は専門職スタッフを地域のボランティアスタッフに順次置替 

えることを目指しています。 

・R5. 9月 専門職スタッフ６名と地域のボランティアスタッフ２名で事業開始 

・R5.10月 専門職スタッフ５名と地域のボランティアスタッフ５名体制に変更 

・R6. 4月 専門職スタッフ４名と地域のボランティアスタッフ６名体制に変更 

・R7. 4月 専門職スタッフ３名と地域のボランティアスタッフ６名体制に変更 

・R8. 4月 専門職スタッフ２名＋参加保護者からのサポートスタッフ２名と地域ボランティアスタッ 

フ6名体制に変更 

＊２ 専門職スタッフ（有償ボランティア）の経費処理 

当活動は、活動開始時から専門スタッフが関与しており、専門スタッフが関与している 

活動を申請から除外することは現実的ではないので、専門スタッフの経費は別枠で管理 

することにし、区づくり推進事業の対象外としています。 
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事 
業 
の 
内 
容 
 

２．地域支え合い活動 【ミナモト建築工房ビルで実施する事業】 

ミナモト建築工房ビルは災害時一時避難場所に指定されています。 避難場所の周知と地域 

交流の場づくりのために以下の事業を実施します。 

②新春おかげまつり 

開催日時：毎年１月開催 

対   象：西小学校区を中心とした地域の方（地域による制限なし） 

活動内容：災害時一時避難場所のミナモト建築工房ビルに地域の老若男女が集い、災害発 

生を想定した避難訓練や炊出しの要素を含めた、地域の交流祭りを開催します。 

地域住民，中学生ボランティア，岡山大学教育学部ボランティアが一堂に集い、赤 

飯，豚汁，甘酒を作り、多世代参加のけん玉大会，防災リュックづくり、獅子舞演舞 

を楽しむ、等々多世代で日本の文化にふれながら交流します。 

③敬老の日「ばら寿司」交流会 

開催日時：毎年 ９月開催 

対   象：主に西学区在住の方（地域・年齢制限なし） 

活動内容：岡山の郷土料理「ばら寿司」を地域の有志と御南中学生ボランティア、地域の子ども 

達で作り、会食、交流します。（会費：70歳以上無料、70歳未満 500円） 

３．御南西公民館（指定避難所）との共催による子育て支援活動 

④子育て座談会 ～発達障害を考えよう～ の開催 

開催日時：毎月 １回開催 

協働団体：社会福祉法人南野育成園  

対   象：発達障害に関心のある地域のどなたでも 

活動内容：「発達障害」をテーマに、地域の当事者，保護者，地域住民，協力団体等がざっく 

ばらんに対話し、発達障害の理解を深めます。 

４．その他本事業に関連する取組み 

⑤地域団体との協働・企画会議の実施 

月１回の企画会議、年４回の運営委員会を開催し、事業計画策定や詳細決め，活動の振り 

返り，新たな課題や地域情報の共有を行います。 

・企画会議：毎月 1 回開催、役員＋子育て支援事業担当による課題検討会 

・運営委員会：年２回開催、全員参加による事業進捗状況の報告・検討会 

⑥地域交流の広がりついての取り組み。 

地域の諸会議、地域行事等に出向き、本事業の案内を行います。又、御南和やかサロンと 
の互恵関係を強化し相互のＰＲ活動を行います。 

期
待
さ
れ
る
成
果
・
目
標 

※事業実施することで、変化すること、期待している成果、事業実施後にどこまで達しておきたいか
「目標」を記入してください。 

・子育て支援活動によって、子育てを地域のみんなで見守ることで「ひとりじゃない」安心感を生み、 

産後鬱、育児ノイローゼなどで悩む保護者が減少することを期待しています。 

・当公園で地域主体の子育て支援活動を実施することは、「人格形成期」と呼ばれる乳幼児期 

にとって重要な自然体験（季節ごとの特色ある自然を肌で感じる）を実践でき、「生きる力」を育む 

ことが期待できます。 

・活動を、北長瀬未来ふれあい総合公園（地域防災拠点）、くらしのたねビル（岡山市災害時一時 

避難場所）、御南西公民館（指定避難所）の３拠点を中心に行い、それを広報することで、地域住 

民の防災意識を喚起し「災害に強い地域づくり」に貢献することが期待できます。 

・多世代が交流し繋がることで「顔の見える関係性」が構築でき、災害発生時に支え合える「災害 

に強い地域づくり」に貢献することが期待できます。 

・高齢者のやりがい、生きがいにつながり、地域がさらに活性化することが期待できます。 

・中学生や大学生の参加・協力を得ることで活動の厚みが広がり、地域の活性化が一層増すこと 

期待できます。また中学生については、地元への愛着心を育み、地域の次世代の担い手となる 

ことを期待しています。 
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企 

画 

な

ど

の

工
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※通常、日常的に実施している事業をそのまま提案された場合は、対象とならない可能性があり

ます。区づくり推進事業の申請にあたって、何をどう変えたのか、どこに活動の目的や対象をし

ぼったのかなど、企画にあたっての工夫をお書きください。 

・御南中学校区は、子育て世代と転勤族が多い地域性から郷土愛が希薄な部分があります。 

子育て世代を真ん中におき 自己有用感を育む事業展開を推し進め、郷土愛の醸成と地域力 

向上につなげます。 

・地域のシンボル的存在であり災害時は地域の防災拠点となる北長瀬未来ふれあい総合公園 

で幅広い地域活動を行う事で、様々な住民に地域づくりの様子をお伝えでき、また参加して頂 

くことができます。又、当該公園を開催場所としたことで、以前はできなかった菜園での収穫や 

公園の遊具で遊ぶ等の屋外活動ができ、親子が躍動できる範囲が広がっています。 

・「たねっこ」を くんぺるふぁみりえん（保育園）の部屋をお借りして開催することで、子どもにとっ 

て安全な環境設備での活動ができ、不慮の事故リスクの軽減ができています。 

・金銭面での障壁を低くした子育て支援事業「たねっこ light」を新たに開始することで、子育て 

世代が参加し易い選択肢を増やしました。 

・広報誌を毎月町内回覧が定着してきたことで、町内回覧を見る世代（中～高齢者中心）に活動 

を広く広報することができ始めました。 

※実例として、広報誌を見ている、頑張ってねと地域住民からお声掛けいただく機会が増え、 

広報誌を見て活動に参加してくれた方がいます。 

協

働

す

る

団

体

等 

※事業実施にあたり協働することを想定している団体・企業・大学等の名称とその団体間の役割

分担について記載してください。あるいは提案団体が既に協働組織となっている場合は、事業

実施メンバーの備考欄に団体名をご記入ください。 

西学区連合町内会、御南学区連合町内会、くらしのたねを中心に実行委員会を構成します。 

尚、当事業実施に一日の長がある「くらしのたね」が中心的役割を担います。 

①西学区愛育委員会，②御南学区愛育委員会：実行委員会への参画と事業協力 

③西学区婦人会：子育て支援活動や新春おかげまつりへの協力 

④西地区社会福祉協議会，⑤御南学区社会福祉協議会：実行委員会への参画と事業協力 

⑥辰巳町内会：敬老の日「ばら寿司」交流会への協力、子育て支援活動への協力 

⑦御南西公民館：子育て座談会等の共催活動、御南西公民館便りへの広報  

⑧ベターライフ御南：実行委員会への参画と事業協力 

⑨(株)ミナモト建築工房：会場の無償提供の協力等 

⑩岡山市立御南中学校 

⑪岡山大学教育学部：学生ボランティアスタッフの参加協力 

⑫社会福祉法人南野育成園：子育て座談会への協力 

⑬都市の森ファーマーズクラブ（TFC）：子育て支援活動への協力、農園活動への協力 

⑭山陽学園大学：インターン実習による活動参加、学生ボランティアの参加協力 

⑮ＮＰＯ法人 0-99 おかやまおしえてネット：子育て支援活動への協力、開催場所の協力 

事

業

の

情

報

公

開 

※区づくり推進事業は、広く区民への情報提供することが義務づけられています。地域住民をは

じめ区民への情報提供、あるいは情報公開の仕方についてご記入ください。 

・くらしのたねインスタグラム、Facebook、HP 等の SNS による広報。 

・西学区電子町内会への掲載。 

・西学区町内会，御南学区町内会への広報誌の回覧。 

・西学区の教育保育機関への広報。 

・御南西公民館の公民館便りへの広報掲載。 

・参加者、子育て世代かたの口コミ 
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学
区
地
区
へ
の
広
が
り 

※小学校区・地区より狭い範囲（単位町内会等）での事業を実施される場合は、学区・地区等へ

の活動の広がりや課題の共有などをどのように進めていきますか。取組方について記載してく

ださい。 

・Ｒ５年～Ｒ７年度の活動の記録・成果・課題の整理、地域ボランティアの活動の概要を小冊子 

にまとめ活動のノウハウとして蓄積すると共に広報にも活用します。次年度以降も同様に取り組 

みます。 

・御南中学区への広報誌回覧を継続します。 

・御南中学区在住の中学生ボランティアに積極的に参加して頂き、御南学区に帰り広報して頂 

くことで御南学区への浸透を図ります。 

・ベターライフ御南や公民館主催子育て支援活動との情報交換を定期的に行い、情報の共有 

化を図ります。 

・SNS ツールを活用することで、他の学区へ情報発信しノウハウの共有化を図ります。 

前
年
度
か
ら
の
見
直
し
拡
充
点 

※継続事業で申請される場合は、前年度の事業の成果を踏まえ、今年度の事業の改善・拡充点

を記載してください。また審査会での助言・コメント等について改善・拡充したこと、改善・拡充が

できなかった場合は、改善・拡充ができなかった理由を記載してください。 

1.今年度事業の改善・拡充点 

基本的には前年度の事業内容を継続しますが、下記 3 点の改善・拡充を計画しています。 

➀見守り愛活動 

子ども達の行動を観ると、近い年令の子ども達で行動することが多く、複数のお子さんの母親

は異なる場所で行動している複数の我が子を見守ることは難しいので、一人一人の母親が子

ども達全員に我が子と同じ愛情をもって見守る「見守り愛」活動を推進し、子どもの行動を制限

すること無く安全・安心を担保して行きます。 

②学生ボランティアスタッフとの連携強化 

Ｒ７年度の活動において、多数の学生にボランティアで参加して頂きましたが、不登校気味の 

中学生が積極的に参加し活き活きと活動し、「保育士になりたい。」と自身の将来の夢を設定し 

始めた等の嬉しい報告を受けました。このように、関わってくれる一人一人の若者にとっても 

自己有用感を養う大切な活動だと認識しながら、次年度も学生ボランティアの参加をより積極 

的に呼びかけて行きます。 

また、Ｒ７年度の新春おかげ祭りにおいて、岡山大学生企画の防災リュックづくりを採り入れた 

が、今年度以降も内容を見直しながら岡山大学生企画の防災イベントを実施する予定です。 

③子育て支援事業「たねっこ light」（仮）の開始 

Ｒ８年度より、金銭面での障壁を低くした「たねっこ light」を新たに開始します。子育て世代が

参加し易い選択肢を増やし、より幅広い子育て世代をサポートして行きます。 

※隔週（曜日未定）開催でスタートしますが、状況に応じて開催回数を増やすことも検討して

いきます。 

2.審査会での助言・コメントに対する改善・拡充状況 

□地域の皆様を巻き込み、事業を展開できています。今後も継続して地域の皆様で活動できるよう

お願いします。 

当事業は、御南中学校区において、今 最も見守りが必要な就園前の乳幼児親子、高齢者 

を主な主対象にした事業であり、対象者の層は限定されていますが、活動を支える側は中学 

生，大学生，地域のボランティアスタッフが関わっていますので、次年度以降も周知・広報に 

努めると共に、支える側を充実することを重点に取り組んで行きます。 

・西学区親子クラブ「らっこの会」との合同活動の水遊び（9月）、運動会（11月）を、西学 

区愛育委員の協力も得て開催し、未就園児親子の輪を拡げた交流を今年度も行いました。

次年度も合同活動を継続して実施する計画です。また、地域の高齢者と未就園児親子が交

流した敬老の日活動（９月）についても、次年度以降も継続実施する計画です。 

・ＳＮＳを活用した情報発信を行い、子育て世代の目に留まる機会を増やしています。また、広 

報誌を毎月１回発行し、西学区と御南学区の各町内会へ回覧、西学区電子町内会(HP)に掲 

載する等の広報活動を継続して、より多くの住民に周知できるよう努力しています。 
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・ボランティアスタッフの拡充としては、当学区や隣接学区の主任児童委員が毎回ボランティア

スタッフとして参加し、また口コミで活動を知った多世代の地域住民がボランティア参加してく

れるなど、少しずつ活動が広がっています。 

次
年
度
以
降
の
予
定 

※今年度の事業を受けて次年度以後どのように活動を展開していくか、また資金の確保をどの 

ように進めていくかをご記入ください。 

①次年度以後の活動計画 

持続可能な地域活性化のための事業として、次年度以降も共感者を増やし利用者に満足 

だける事業を事業にすることを心がけ、内容を見直しながら継続していきます。 

 

②資金の確保について 

☑次年度も区づくり推進事業を申請する予定 

□（  ）年後には、自己資金を確保して地域の独自展開をしていきたい。 

資金確保の具体的な方策： 

 

そ
の
他
Ｐ
Ｒ
し
た
い
点 

・事業名称に使用している「ハチドリのひとしずく」は、南米のアンデス地方に伝わる話で、明治 

学院大学国際学部教授の辻信一さんが翻訳し日本に紹介してくださいました。 

メンバー一同この話しの精神を忘れずに実践して行きます。 

・たねっこAでは四季を大切にした年間スケジュールを決め、利用者の募集・決定を行います 

が、随時での参加希望者は受け入れ可能な体制をとっています。 

・多様な、住民・団体・企業・公的機関との連携により、地域で子育てしやすいまちづくりのモデ 

ルケースとなることを目指します。 

Ｒ７年度は、岡山市市民協働企画総務課主催の「おかやま協働のまちづくり賞」（テーマ：子ど 

もと一緒に未来を描けるまちづくり）に入賞させていただきました。改めて本事業の協働体制の 

大切さと社会課題としてのニーズを感じております。引き続き社会課題に真摯に向き合い、活 

動を継続していきます。 

・御南西公民館との共済事業「子育て座談会」は、当初くらしのたね単独で始めた事業ですが、 

公民館との共催開始から６年目を迎える、地域に根付いた活動となっています。 

・「食べることは生きること」。みんなで食事をする大切さを伝えながら、安心安全な食活動を心が 

けています。 
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事業スケジュール （企画会議や反省会も含めてご記入ください。日程が未定の場合は月だけで結

構です。） 

月日 活動内容 

４月 

・企画会議、運営委員会（於：株式会社ミナモト建築工房ビル） 

・子育て支援事業「たねっこ」開催（毎週金曜日10：00～14：00）  

・子育て支援事業「たねっこ light」（隔週開催,曜日未定 10:00～ 於：（株）ミナモト建築 

工房ビルコモンスペース） 

５月 

・企画会議（於：株式会社ミナモト建築工房ビル） 

・子育て支援事業「たねっこ」開催（毎週金曜日10：00～14：00） 

・子育て座談会 ～発達障害を考えよう～開催（第３火曜日10：00～於：御南西公民館） 

・子育て支援事業「たねっこ light」（隔週開催,曜日未定 10:00～ 於：（株）ミナモト建築 

工房ビルコモンスペース） 

６月 

・企画会議（於：株式会社ミナモト建築工房ビル） 

・子育て支援事業「たねっこ」開催（毎週金曜日10：00～14：00） 

・子育て座談会 ～発達障害を考えよう～開催（第３火曜日10：00～於：御南西公民館） 

・子育て支援事業「たねっこ light」（隔週開催,曜日未定 10:00～ 於：（株）ミナモト建築 

工房ビルコモンスペース） 

７月 

・企画会議（於：株式会社ミナモト建築工房ビル） 

・子育て支援事業「たねっこ」開催（毎週金曜日10：00～14：00） 

・子育て座談会 ～発達障害を考えよう～開催（第３火曜日10：00～於：御南西公民館） 

・子育て支援事業「たねっこ light」（隔週開催,曜日未定 10:00～ 於：（株）ミナモト建築 

工房ビルコモンスペース） 

８月 

・企画会議（於：株式会社ミナモト建築工房ビル） 

・子育て支援事業「たねっこ」開催（毎週金曜日10：00～14：00） 

 

９月 

・企画会議（於：株式会社ミナモト建築工房ビル） 

・子育て支援事業「たねっこ」開催（毎週金曜日10：00～14：00）  

・9月16日（月・祝） 敬老の日「ばら寿司」交流会（於：ミナモト建築工房ビル） 

・子育て座談会 ～発達障害を考えよう～開催（第３火曜日10：00～於：御南西公民館） 

・子育て支援事業「たねっこ light」（隔週開催,曜日未定 10:00～ 於：（株）ミナモト建築 

工房ビルコモンスペース） 

１０月 

・企画会議、運営委員会（於：株式会社ミナモト建築工房ビル） 

・子育て支援事業「たねっこ」開催（毎週金曜日10：00～14：00） 

・子育て座談会 ～発達障害を考えよう～開催（第３火曜日10：00～於：御南西公民館） 

・子育て支援事業「たねっこ light」（隔週開催,曜日未定 10:00～ 於：（株）ミナモト建築 

工房ビルコモンスペース） 

１１月 

・企画会議（於：株式会社ミナモト建築工房ビル） 

・子育て支援事業「たねっこ」開催（毎週金曜日10：00～14：00） 

・子育て座談会 ～発達障害を考えよう～開催（第３火曜日10：00～於：御南西公民館） 

・子育て支援事業「たねっこ light」（隔週開催,曜日未定 10:00～ 於：（株）ミナモト建築 

工房ビルコモンスペース） 

１２月 

・企画会議（於：株式会社ミナモト建築工房ビル） 

・子育て支援事業「たねっこ」開催（毎週金曜日10：00～14：00）  

・子育て座談会 ～発達障害を考えよう～開催（第３火曜日10：00～於：御南西公民館） 

・子育て支援事業「たねっこ light」（隔週開催,曜日未定 10:00～ 於：（株）ミナモト建築 

工房ビルコモンスペース） 
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１月 

・企画会議（於：株式会社ミナモト建築工房ビル） 

・子育て支援事業「たねっこ」開催（毎週金曜日10：00～14：00） 

・子育て座談会 ～発達障害を考えよう～開催（第３火曜日10：00～於：御南西公民館） 

・１月１３日（月・祝） 新春おかげまつり（於：ミナモト建築工房ビル） 

・子育て支援事業「たねっこ light」（隔週開催,曜日未定 10:00～ 於：（株）ミナモト建築 

工房ビルコモンスペース）コモンスペース） 

２月 

・企画会議（於：株式会社ミナモト建築工房ビル） 

・子育て支援事業「たねっこ」開催（毎週金曜日10：00～14：00） 

・子育て座談会 ～発達障害を考えよう～開催（第３火曜日10：00～於：御南西公民館） 

・子育て支援事業「たねっこ light」（隔週開催,曜日未定 10:00～ 於：（株）ミナモト建築 

工房ビルコモンスペース） 

３月 

・企画会議、運営委員会（於：株式会社ミナモト建築工房ビル） 

・子育て支援事業「たねっこ」開催（毎週金曜日10：00～14：00） 

・子育て座談会 ～発達障害を考えよう～開催（第３火曜日10：00～於：御南西公民館） 

・子育て支援事業「たねっこ light」（隔週開催,曜日未定 10:00～ 於：（株）ミナモト建築 

工房ビルコモンスペース） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



              

  

              

            

              

            

                  

              

            

            

            

  

          

  

          

              

              

            

  

            

            

            

                  


